
令和７年度 自己評価・学校関係者評価 報告書 

                     岐阜県立岐阜本巣特別支援学校  

 

自己評価 

学校教育目標 ・夢の実現に向け、自ら学び自ら考え、生き生きと豊かに表現できる児童生

徒の育成 

・自他を尊重し、学校や地域で生き生きと生活できる児童生徒の育成 

・運動に親しみ、心身ともに健康で、明るく元気な児童生徒の育成 

 

評価する領域・分野 「学校教育全般」「教育活動・学習指導」「進路指導」「生徒指導（教育相 

談）「特別活動」「保健管理」「安全管理」「組織運営」「研修（資質向 上

の取組）」「教育目標・学校管理」「保護者、地域との連携」「情報提供」 

「教育環境整備」 

現状及びアンケート 

の結果分析等 

・おおむねよい評価をいただている。ほとんどの項目において、１、２と回

答された方は８０％を超えている。 

・ＩＣＴ活用項目の評価が、３、４、５と回答された方が多いので、ＩＣＴ

の効果的な活用方法を検討していく。 

・今年度、質問項目を削減し、質問項目に加え具体的な取り組み内容もアン

ケート用紙に記載することにより「わからない」との回答が昨年度より減

少した。今後とも努力していく。 

今年度の具体的かつ 

明確な重点目標 

① 自分のことは自分でできる。ＩＣＴを活用し生活する力を身に付ける。 

② 自分の思いを伝え、相手の思いを感じ、安心して人とかかわることがで

きる。 

③ 体調管理の方法と運動習慣を身に付ける。 

重点目標を達成する 

ための校内組織体制と

具体的取組 

・情報担当を中心に部ごとにＩＣＴの活用方法の検討を進める。 

・学校生活全般において児童生徒に寄り添う支援を行う。 

・体を動かすことを習慣化できるよう支援する。 

達成度の判断・判定 

基準あるいは指標 

・様々な児童生徒にあった活用方法を検討できたか。 

・児童生徒が自分の気持ちを表現しやすい環境だったか。 

・児童生徒が運動することを楽しむことができたか 

評価の視点 評価 

① ＩＣＴ活用場面が有効だったか 

② 児童生徒の思いをくみとれたか 

③ 楽しく運動できたか 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

取組状況・実践内容の成果と課題（〇成果・▲課題） 総合評価 

○ＩＣＴの活用については、授業での効果的な活用の検討を行うことができた。 

 担当分掌が中心となり職員へのＡＩ活用研修も行った。 

▲活用場面がまだ少ないので学校評価アンケートにも表れているようにまだまだ

「活用しています」といえるほどではない。今後検討を継続する。 

○昨年度の学校評価アンケートにて保護者より「心のアンケート」について「わか

らない」という回答が多く寄せられた。今年度は、保護者を交えて「心のアンケ

ート」を行い、結果を細かく分析し、対応することができた。 

〇今年度は大きな会場にて「事業所を知る会」を行い保護者はもちろん児童生徒も

参加し、自分がやりたいことや興味がある事業所の話を聞くことができた。 

○朝の時間に体力作りとして運動を行う学部もあり、体を動かすことを楽しむ姿も

見られる。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
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来年度に向けての 

改善方策案 

・引き続き当校のＩＣＴ活用について理解促進を図り、よりよい改善に取り

組む。 

・高等部１年生が自費購入タブレット端末を所持するにあたり有効な活用方

法の検討。 

 

学校関係者評価 （令和７年１０月２４日実施） 

意見・要望・評価等 

・学校評価アンケートの考察でＩＣＴ活用が課題であるということだが、リアルとＩＣＴとしっ

かりバランスを考えて検討していくことが大切である。ＩＣＴありきではなく、ＩＣＴを使う

と有効であるという視点が重要である。 

・事業所を知る会は、事業所としても大変意義があると感じた。今後も継続してほしい。 

 


